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細 菌 課

細菌課においては、府内で発生するコレラ、腸チフス、パラチフス、赤痢、腸管出血性大腸菌感染症などの腸管系感染症、

溶血性レンサ球菌感染症、髄膜炎菌性髄膜炎、結核などの呼吸器系感染症について細菌学的、免疫学的および遺伝学的

特性を解析し、感染経路の解明に活用している。平成 24 年度における 3 類感染症の発生状況は、コレラ 1 例、赤痢 1

例、腸チフス 1 例、パラチフス 2 例、腸管出血性大腸菌感染症 40 例の届出であった。腸管出血性大腸菌感染症の発生

は、1996 年 8 月に指定感染症として全数把握疾患になって以来、最も少なかった。当課へ搬入された腸管出血性大腸

菌 48 株のうち、約 20%は O157 以外の血清群で、血清群は多様化する傾向がみられた。大阪府は全国一結核患者数の

多い地域で府市あわせて毎年約 3,000 人が結核を発症しており、当課では抗酸菌の薬剤感受性試験及び結核菌の VNTR

型別を用いた遺伝子型別調査を実施している。被験結核菌のうち抗結核薬に耐性を示す割合は 23 年度に比べ増加した

が、多剤耐性結核の発生数は減少した。感染源調査依頼においては、60 事例中 38 事例で遺伝子型が一致し、集団感

染事例は昨年度に比べ減少した。百日咳を疑われる患者材料 80 検体を検査した結果、遺伝子検査で 17 検体陽性、そ

のうち 7 検体で百日咳菌を分離した。同時に実施したマイコプラズマの遺伝子検査では、9 検体が陽性であった。

食中毒、集団下痢症などの発生においては患者材料（便、吐物）、原因食品、原因施設（ふきとり）等から原因病因

物質の検出を行うとともに、汚染経路を解明している。苦情食品等についてもカビ・酵母を含めてその原因について検

査している。平成 24 年 ( 平成 24 年 1 〜 12 月 ) は 966 検体、10,694 項目について検査を実施した。大阪府における

食中毒発生病因物質別件数はノロウイルスが 13 件で最も多く、次いでカンピロバクターが 7 件、クドア・セプテンプ

ンクタータが 6 件であった。

府内で流通している多くの種類の市販食品については食の安全推進課の依頼により食品衛生法施行令で定めるとこ

ろの GLP 対応で細菌、魚介毒等の検査を行うとともに、製造所、調理施設においても腸管出血性大腸菌、サルモネラ、

腸炎ビブリオ、カンピロバクター等の検査を実施し、食中毒予防に役立てている。　

大阪湾で採取されるアサリ、シジミ、トリガイ、アカガイなどの二枚貝の麻痺性貝毒について検査を実施し、安全性

を確認している。

1.　試験、検査

平成 24 年度に府内および近隣府県の諸機関から依頼

された検査総数は表3.1に示すとおり、1,723検体であっ

た。307 検体は腸管系病原菌、1,416 検体は結核・呼吸

器系およびその他の病原菌に関するものであった。

　収去食品の試験検査は、2,896 検体、4,155 項目につ

いて実施し、検体材料、検査項目については表 3.9 に示

した。

　また、平成 24 年中に発生した食中毒・苦情等に関連

した検体および食品は 966 検体、10,694 項目について

検査を実施し、それらの結果は表 3.10 に示した。

１）腸管系感染症

平成 24 年度に府内の医療機関および保健所から発生

届けが出された 3 類感染症を表 3.2 および表 3.3 に示し

た。

(1) コレラ発生状況

1 例の届出があり、推定感染国はインドであった。

(2) 細菌性赤痢発生状況

1 例の届出があり、検出菌は Shigella sonnei で、推定

感染国はベトナムであった。

(3) 腸チフス発生状況

1 例の届出があり、推定感染国はインドであった。

(4) パラチフス発生状況

2 例の届出があり、推定感染国はインド、及び国内（家
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表 3.1　試験検査集計表

表 3.2    3 類感染症発生状況（コレラ菌、赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌）

表 3.3　3 類感染症発生状況（腸管出血性大腸菌）
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表 3.4  呼吸器系およびその他の細菌検査成績

表 3.5　レンサ球菌血清型検査成績

族内感染）であった。

(5) 腸管出血性大腸菌感染症発生状況

行 政 依 頼 で 当 課 へ 搬 入 さ れ た 腸 管 出 血 性 大 腸 菌

（EHEC）で毒素産生が確認されたものは、40 事例 46

名から分離された 48 株で、1996 年 8 月に指定感染

症として全数把握疾患になって以来、最も少なかった。

HUS 患者は 1 名で、死亡者はなかった。分離株の約

20%は O157 以外の血清群で、このうち O26 以外は昨

年分離されなかった血清群であり、大阪府で分離される

EHEC の血清群は多様化する傾向がみられた。

（主担：勢戸、田口、原田）

２）呼吸器感染症、薬剤耐性菌感染症および動
物由来感染症

本年度に実施した検査は検体数（746 検体）、検査総

数（1,814 件）であり、内訳を表 3.4 に示した。またレ

ンサ球菌については血清型別成績をレンサ球菌感染症患

者由来株と劇症型溶血性レンサ球菌感染症（TSLS）患

者由来株に分けて表 3.5 に示した。

（主担：勝川、河原）

３）結核および抗酸菌感染症

(1) 薬剤耐性結核菌の耐性パターン

本年度の薬剤感受性試験依頼数は 80 件で、59 件

1 3 4 11 12 13 25 28 B3264 UT* 小計

ﾚﾝｻ球菌感染症患
者患者分離株 14 1 2 5 1 1 10 3 1

TSLS患者分離株 14 3 1 1 3 1 9 1 4

合　計 28 4 3 5 1 4 2 19 4 1 4

C群 G群
検査菌
株数

B群
S. pyogenes （A群）血清型(T型)
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表 3.6　薬剤耐性結核菌の耐性パターン

表 3.7　抗酸菌同定結果＊

表 3.8　抗酸菌遺伝子型別依頼検査成績

菌株数
M.tuberculosis complex (TB) 14
M.intracellulare 2
BCG tokyo 2
Mycobacterium 陰性 5
　　合　計 23
* M.tuberculosis  complex, M.intracellurale はLAMP法による同定
**

**

M.tuberculosisとBCGの鑑別結果
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表 3.10　食中毒・苦情検査数 (2012 年 1 月～ 12 月）

（73.8％）は感受性、20 件 (25.0％ ) が薬剤耐性であっ

た（表 3.6）。1 件は非結核性抗酸菌混入により結核菌

は分離不能であった。

(2) 非結核性抗酸菌検査

本年度の府内保健所からの抗酸菌同定依頼 23 件の結

果を表 3.7 に示した。

(3) 結核菌遺伝子型別調査

本年度に府内および近隣自治体の保健所から依頼の

あった結核集団発生時の感染源調査、菌株保存依頼等の

結核積極的疫学調査に関する遺伝子型別の結果を表 3.8

に示した。 （主担：田丸、河原）

４）食品の収去検査

年間監視計画による検査対象食品、検査項目について

検査を行った。その内訳は食品製造業、販売店などから

収去された食品の細菌学的検査、魚貝毒、抗生物質およ

びノロウイルス等である。2,896 検体、4,155 項目の検

査結果は表 3.9 に示した。

腸管出血性大腸菌O157およびO26について、肉卵類、

野菜類及びその加工品 664 検体検査したところ、全検

体陰性であった。しかし、牛肉関係 4 検体について VT

毒素遺伝子のスクリーニング検査が陽性となり、培養

検査の結果、以下のとおり 8 株の腸管出血性大腸菌が

分離された。同一検体が複数の腸管出血性大腸菌に汚染

されている例も確認された。しま腸：O1 (VT2)、牛レ

バー：O103 (VT1)、牛引き筋：O113 (VT2), O141 (VT2), 

O149 (VT2), OUT (VT2)、 牛 バ ラ 肉：O8 (VT1, VT2), 

OUT (VT2) 

A
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表 3.11　サルモネラ食中毒 (H24.1.1~H24.12.31）

6 〜 10 月に実施した生食用魚介類については腸炎ビ

ブリオの規格検査はすべて陰性であったが、加熱調理用

鮮魚介類では 14 検体が腸炎ビブリオ陽性となった。サ

ルモネラ属菌、カンピロバクターについては年間を通じ

て、肉卵類、魚介類、野菜などの未加熱食品を中心に汚

染実態調査を実施している。肉卵類及びその加工品から

はそれぞれ 682 検体中 119 検体、464 検体中 65 検体

が陽性となり、特に、両菌とも鶏肉の汚染率が高かった。

4 月と 6 月に洋生菓子 42 検体を検査したところ、5 検

体が大腸菌群陽性、1 検体が黄色ブドウ球菌陽性となり、

衛生規範に不適合であった。7 月には珍味 14 検体中 1

検体からリステリア・モノサイトゲネスが検出された。

6 月に容器包装詰低酸性食品 27 検体を検査したところ、

2 検体がクロストリジア陽性となった。11 月から 3 月

にまで生カキのノロウイルスを 35 検体検査した結果、

1 検体から G Ⅰ、6 検体から G Ⅱ、5 検体から G Ⅰと G

Ⅱが検出された。

8 月に北海道で発生した浅漬による腸管出血性大腸菌

O157 食中毒を受け、大阪府内で製造される浅漬の汚染

実態調査を急遽実施した。その結果、100 検体中 6 検

体が E. coli 陽性であった。

平成 23 年 10 月 1 日に生食用食肉の規格基準が定め

られたため、6 月と 11 月に生食用食肉の規格検査を実

施した。4 検体中 1 検体が腸内細菌科菌群陽性であった。

 （文責：久米田）

５）食中毒及び苦情食品に関する検査

平成 24 年中に、府内および他府県で発生した食中毒

等に関連した検体および苦情食品で保健所から当課へ搬

入された 966 検体 10,694 項目について検査を実施し、

それらの結果について表 3.10 に示した。主な食中毒、

苦情等についてはサルモネラ（表 3.11）、カンピロバク

ター（表 3.12）、クドア・セプテンプンクタータ食中毒

（表 3.13）、その他の病因物質による食中毒（表 3.14）、

異物・異味・異臭等による苦情（表 3.15）にまとめた。

平成 24 年は、全国的にノロウイルスによる食中毒が多

発した。4 月下旬から 7 月上旬にかけては、ヒラメの生

食によるクドア・セプテンプンクタータ食中毒の発生が

多かった。9 月には、仕出し弁当が原因と考えられる腸

管毒素原性大腸菌 (ETEC) による集団食中毒事例が発生

した。患者便、調理従事者便および患者宅で保存された

食品より STp 遺伝子を保有する ETEC O169:H41 が分離

された。 （文責：久米田）

　2.　調査、研究

１）腸管感染症および類似疾患における細菌学
的研究

(1) 腸管感染症の細菌学的研究

3 類感染症原因菌およびサルモネラ、カンピロバク

ター等について、分離株の生化学的性状、血清型別、薬

剤感受性試験を実施し、流行菌型とその背景を調査し

た。健康保菌者から分離された腸管出血性大腸菌（EHEC）

O157 で、ベロ毒素（VT）遺伝子検査と VT 産生性試験

の成績が一致しない株があり、VT2 B サブユニット遺

伝子に IS1203v が挿入されていることを明らかにした。

また、鶏肉から分離される ESBL 産生大腸菌およびプラ

スミド性 AmpC 産生サルモネラの増加が見られた。

(2) 腸管系病原細菌の分子疫学解析

EHEC に つ い て、IS-printing System お よ び パ ル ス

フィールド・ゲル電気泳動による遺伝子型別を実施し、

事例間の関連性を調べた。8 月には北海道旅行者から分

離された EHEC O157 について解析し、同時期に発生し

た白菜浅漬け食中毒原因菌とは異なることを明らかにし



課別事業内容（細菌課）

37

表 3.12　カンピロバクター食中毒 (2012 年 1 月～ 12 月）

表 3.13　クドア・セプテンプンクタータ食中毒 (2012 年 1 月～ 12 月）

表 3.14　その他の病因物質による食中毒 (2012 年 1 月～ 12 月）
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表 3.15　 異物、異味、異臭等の苦情及び有症苦情 (2012 年 1 月～ 12 月）

た。

(3) 大腸菌の病原性に関する研究

　腸管凝集付着性大腸菌（EAEC）の病原性を評価する

ため、培養細胞を用いた生物活性試験法の構築をめざ

すとともに付着性線毛遺伝子タイピングを実施した。

EAEC の主な血清群である O111 と O86a の比較では、

培養細胞への凝集付着性は O111 で強い傾向がみられ

た。   （主担：勢戸、田口、原田）

２）細菌性呼吸器感染症に関する調査研究

(1) レンサ球菌流行状況調査

1967 年から継続しているレンサ球菌流行状況調査を

本年度も実施し、分離菌については血清型別、遺伝子型

別、薬剤感受性試験、病原因子の解析を行った。レンサ

球菌感染症患者ではＡ群血清型 12 型が多く、劇症型溶

血性レンサ球菌感染症患者ではＡ群１型、B3264 型お

よびＧ群が多く検出された。  （主担 : 勝川、河原）

(2) レンサ球菌以外の呼吸器系およびその他細菌の流行

状況調査

髄膜炎や肺炎、菌血症を引き起こす百日咳菌、レジオ

ネラ属菌、マイコプラズマ、肺炎球菌、インフルエンザ

菌、髄膜炎菌等について流行状況調査を実施した。大阪

府内およびその他地域の研究協力医療機関から菌株の提

供を受け、同定、血清型別、遺伝子型別、薬剤感受性試

験等の解析を実施した。これらの検査結果は提供元の医
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療機関に還元した。 （主担 : 勝川、河原、田丸）

３）結核菌および非結核性抗酸菌に関する研究

(1) 薬剤感受性

微量液体希釈法により感受性試験を実施した。いず

れかの薬剤に耐性の結核菌株は 20 株 /80 株（25%）で

あった。本年度の多剤耐性結核（MDR-TB）菌は病院で

分離された 3 株で、うち 1 株は超多剤耐性結核菌であっ

た。また、本菌株は大阪府で高頻度に分離される MDR-

TB 遺伝子型群 V02 株であった。

(2) 遺伝子型別

大阪府内の全結核菌を収集、26loci-VNTR 型別法によ

る地域分子疫学、感染経路解明を継続実施している。本

年度は、他地方衛研で主として使われている JATA(12)-

VNTR 型別と当所の 26loci-VNTR 型別法の結核集団発

生時の有用性比較を実施し、簡便であるが解析能の低

い JATA(12)-VNTR 型でも結核集団発生事例に関しては

90％以上の感染源識別能を有することを示した。

(3) 非結核性抗酸菌同定

従来どおり、発生率の高い 4 菌種については LAMP 法、

それ以外の抗酸菌については塩基配列決定による同定を

実施し、府内で分離される抗酸菌種分布をモニタリング

している。

(4) その他

多剤耐性結核特異的遺伝子型群 V02 の特異性を調べ

るため、V02 群の最も古い株、最も新しい株、MDR-TB

である 2 株について次世代シーケンサーによる SNP ｓ

解析を実施中である。また、大阪市、神戸市、当所で共

同し、近畿遺伝子型比較データベース構築の基となる

データを作成し、その結果について共著を「結核」に投

稿した。

QuantiFERON-TB：本検査を実施している保健所検査

課について精度管理を実施した。

 （主担 : 田丸、河原、勝川）

４）細菌性食中毒に関する研究

(1) 食中毒原因菌の免疫学的簡易検出法の開発

腸炎ビブリオ菌体に対するモノクローナル抗体を新た

に作出した。この抗体を用いた腸炎ビブリオの免疫学的

迅速同定法（イムノクロマト法）を新たに考案し、その

有用性を実証した。

(2) 免疫磁気ビーズ（IMS）法による O157,O26,O111 の

一斉分離法の検討

O157 用酵素基質培地としてクロモアガー STEC を一

斉 IMS 法と併用して用いると、O157 の分離法のみで

O26 および O111 も通知法と同等に分離できることを

実証した。

(3) 凍結保存鶏肉からのバンコマイシン耐性腸球菌 (VRE)

試験法の研究

VanA 型 E. faecalis、E. durans お よ び E. cecorum を

網羅的にスクリーニングするためには BPW あるいは

BHI の 42℃増菌培養が適していた。さらに、VanA 型 E. 

cecorum の分離選択培地としては、アザイド血液寒天

培地に 32 µg/ml のバンコマイシンと 4 µg/ml のアズト

レオナムを添加したものが有用であった。　　　　　　

　　　  　（主担：川津、神吉、坂田、原田）

５）食品内で産生される細菌毒素に関する研究

(1) 生鮮食品を共通食とする原因不明食中毒の発症機構

の解明 ( 厚生労働科学研究 )

 Kudoa septempunctata（以下、クドア）による食中

毒の迅速診断を行うために、リアルタイム PCR 法を用

いたヒラメからのクドア DNA 検出法の開発を試みた。

DNA 抽出法も検討したところ、種特異的かつ高感度に

ヒラメからクドア DNA を検出することが可能となった。

次に、開発したリアルタイム PCR 法を応用して患者糞

便からのクドア DNA 検出法の確立を試みた。DNA 抽出

効率の高い方法を検討することによって糞便から特異的

にクドア DNA を検出することができ、疫学情報を加味

することによって、クドアによる食中毒の迅速診断が可

能となった。

クドアの下痢原性を調べるために、動物モデルの 1

つである乳のみマウスを用いた。クドア胞子投与後のマ

ウス腸管の組織学的観察を行った結果、クドアは十二指

腸や空回腸に作用して下痢を発症させる可能性が考えら

れた。 （主担：河合、神吉、原田、余野木、陳内）

６）食中毒原因物質としてのノロウイルスに関
する研究

(1) 食品からのノロウイルス検出法について

平成 23 年度より二年間にわたり、二枚貝の自然汚染

検体でもアミラーゼ処理が有効であるかを検討したとこ

ろ、従来法より検出率が向上することが確認された。今

後もより良い方法を求めていきたい。

　 （主担：依田、原田、山崎＊、 
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 左近＊、中田＊　＊ウイルス課 )

(2) ノロウイルス感染関与遺伝子 FUT2 にいての疫学調

査

ノロウイルスに対する感染のしやすさに関連している

FUT2 遺伝子について、ノロウイルスに感染した患者に

ついて、分泌型、非分泌型を決定している FUT2 遺伝子

型とノロウイルスの遺伝子型を調査した。今後、FUT2

遺伝子型による糖鎖とノロウイルスの結合性についての

解析していく予定である。

 　（主担：依田、山崎＊、青山＊　＊ウイルス課）

７）真菌及び魚介毒に関する研究

(1) 麻痺性貝毒の簡易測定キットの実用化に関する研究

開発した簡易測定キットを大阪湾における本貝毒のモ

ニタリングに導入するため、大阪湾で採取された有毒二

枚貝を測定し、その結果をマウス試験法と比較し、その

信頼性を検証した。また、本簡易測定キットを貝毒モニ

タリングに導入しようと検討している自治体の水産研究

所等に基礎的条件の検討用に試験的に本キットを配布し

た。

(2) マイコトキシン産生菌の遺伝学的検出法の開発

アフラトキシン B 群（AF-B）に汚染した 15 試料とア

フラトキシン B, G（AF-B,G）両群に汚染した 10 試料の

輸入ナツメッグについて、AF 産生菌を分離し、その AF

産生能と分布を調べた。AF-B,G 群に汚染した 3 試料か

ら AF-B,G 群産生菌を分離し、形態学的特徴および遺伝

学的解析にもとづき、A. nomius と A. bombycis と同定

した。農産物の AF-G 汚染の原因菌としてはA.parasiticus

が注目されてきたが、今回の結果から、輸入ナツメッグ

においては A. nomius とその近縁種である A. bombycis

が AF 汚染の原因である可能性が示唆された。一方，

AF-B 群産生菌はすべて A. flavus と同定された。（他機

関との共同研究） （主担：川津、坂田、久米田）

８）地球規模課題対応国際科学技術協力

(1) 薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐

性菌モニタリングシステムの開発 ( 分担研究 )

ベトナムのホーチミンに 3 回訪越し、ホーチミン市

公衆衛生医療院のスタッフと共同研究を実施した。研究

内容としては、食品の流通過程において薬剤耐性菌の拡

散にかかわる要因を明らかにするため、ビンディン卸売

市場（ホーチミン）、豚肉処理場、地域生鮮食品小売店

でサンプリングを行い、流通食材中の薬剤耐性菌と食中

毒菌の検出を試みた。　

（主担：河合、神吉、河原、平井、久米田）

3.　教育、研修等

１）教育、研修、講演等

H24.7.2　 H24 年度保健師現任・放射線技師合同

研修「感染症コース（結核）」講師

 （田丸）

H24.7.2 〜 7.5,  10.15 〜 10.18, 

　11.12 〜 11.15,  12.3 〜 12.6

　　　　　　大阪府保健所食品衛生監視員に検査研修

　　　　　　　を実施　　　 

（神吉、田口、陳内、原田、久米田）

H24.7.12 平成 24 年度保健師現任研修「感染症コー

ス（その他感染症）」講師

  （勝川・勢戸・田丸）

H24.8.14,  8.27,  9.7   

　　　　　　　インターンシップ実習生 ( 食の安全推進

課 ) 受け入れ。

　　　　　　　　　（久米田、河合、川津、神吉、坂田、

　　　　　　原田、余野木、陳内、平井）

H24.9.13 食品産業総合展「フードテック 2012」;

「夏だけではありません〜食中毒にご用

心！」講師 （久米田）

H24.9.22　　　堺市中学校保健勉強会「食中毒」講師  

 （久米田）

H24.9.24　　　吹田高校「食中毒授業」講師 （久米田）

H24.9.25 〜 9.28　

 地球規模課題対応国際科学技術協力

(SATREPS) の人材育成の一環で、短期研

修生 3 名を受入、食品検査に係る技術

研修を実施　　　　　　　　　　　　　

　　　 　（久米田、川津、河合、平井）

H24.10.29　　平成 24 年度第 2 回大阪府学校給食指導

講習会「学校給食衛生管理について」講

師 （久米田）

H24.11.7　　　国立医薬品食品衛生研究所主催「カビリ

スクファイル研修会」講師 （久米田）

H24.11.14　　結核研究所　国際研修コース「大阪府の
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結核の現状」講師　 （田丸）

H24.11.20  　 JICA 主 催「 大 エ ジ プ ト 博 物 館 保 存 修

復 セ ン タ ー（Grand Egyptian Museum 

Conservation Center ＝ GEM-CC） プ ロ

ジェクト」；エジプト人研修生 3 名に「真

菌の検査法」について、講義と実習　　

　　　　　　 （坂田、久米田）

H25.2.14,  2.15

 福岡市環境局保健環境研究所主催「カビ

研修」講師　　 　　（久米田）

H25.2.27 平成 24 年度希少感染症診断技術研修会

（厚生労働省・国立感染症研究所）「下痢

原性大腸菌の分離同定」講師 　（勢戸）

H25.3.4　　　 大阪府立消防学校「生物剤に関する基礎

知識」講師 　（久米田）

２）会議、委員会、研究会等

H24.6.19,  9.18,  12.18,  H25.3.22

　　　　 大阪府泉佐野保健所コホート会議に出席 

 （田丸）

H24.7.11 感染症発生動向調査委員会（大阪府・大

阪市・堺市・高槻市・東大阪市）に出席

　 　　　　　　　　　　　　　　（田口）

H24.7.25,  H25.3.15　

 大阪府動物由来感染症対策検討委 員会に

参加　　 （久米田）

H24.10.15,  H25.3.18

　　　　　　　内閣府食品安全委員会のかび毒・自然毒

等専門調査会（第 23 回 , 第 24 回）に

参加 （久米田）

H24.11.22　 平成 24 年度大阪府衛生検査所精度管理

審議会に出席 （田口、勝川）

H24.12. 4　 大阪府衛生検査所立入調査に精度管理専

門委員として参加 （田口）

H24.12.13　 大阪府衛生検査所立入調査に精度管理専

門委員として参加 （勝川）

H25.3.8 平成 24 年度大阪府・大阪市・堺市・東

大阪市・豊中市合同による大阪府衛生検

査所精度管理合同会議に出席

  　　（勝川、田口）

H24.3.13  茨木保健所コホート会議に出席

（田丸）

4. 外部機関との共同研究事業

１）レファレンスセンター事業　　

(1) カンピロバクター

散 発 事 例 由 来 の C.jejuni 70 株 の 血 清 型 別 を 行 っ

た 結 果、Lior 型 別 で は 43 株 が 11 血 清 型 に 型 別 さ

れ、Penner 型別では 48 株が 11 血清群に型別された。 

C.jejuni のニューキノロン系薬剤に対する感受性試験で

は 70 株中 42 株 (60% ) が耐性である結果を得た。また

11 件の食中毒事件の血清型を調べ疫学解析に利用した。

(2) レンサ球菌

近畿支部内各地研の協力を得て A 群溶血性レンサ球

菌の月別検出状況を調査し、血清型別を実施した。また

劇症型溶血性レンサ球菌感染症例からの分離株の収集、

血清型別、遺伝子型別、薬剤感受性試験および病原因子

の解析を国立感染症研究所と共同で行った。

(3) ジフテリア・百日咳・ボツリヌス

ジフテリア：ジフテリア毒素非産性 Corynebacterium 

diphtheriae お よ び ジ フ テ リ ア 毒 素 産 生 性

Corynebacterium ulcerans によるジフテリア様患者の

国内事例について情報提供するとともに、前年度に引き

続き自然界における C.ulcerans の生存様式について調

査を実施した。分離された菌株については国立感染症研

究所と協同で解析を行った。

　百日咳：百日咳の流行状況の調査を行うため、百日咳

が疑われる患者検体について培養検査および遺伝子検査

（LAMP 法または PCR 法）による検査を実施した。陽性

例については国立感染症研究所と協同で解析を行った。

２）大阪府衛生検査所精度管理事業

大阪府衛生検査所精度管理審議会（平成 24 年 11 月

22 日開催）、大阪府 ･ 大阪市 ･ 堺市 ･ 東大阪市・豊中市

合同による衛生検査所精度管理合同会議（平成 25 年 3

月 8 日開催）に出席。大阪府内で微生物検査を登録し

ている衛生検査所のうち、平成 24 年度は 2 カ所につい

て立ち入り調査を実施した。 　　　 　　（勝川、田口）

大阪府保健所生活衛生室 4 検査課における腸管感染

症検査の精度管理のため、検体の調整および結果の評価

を行った。　　　　　　　　　　　　　 （田口）

QuantiFERON-TB の検査を実施している保健所検査課

について精度管理を実施した。　　　　　　（河原、田丸）


